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前
号
目
次

加
藤
洋
介
先
生
追
悼

　
加
藤
洋
介
先
生
と
『
伊
勢
物
語
校
異
集
成
』	

藤
原
　
美
佳

　
加
藤
先
生
と
過
ご
し
た
日
々	

丹
下
　
暖
子

　
加
藤
先
生
の
お
人
柄	

瓦
井
　
裕
子

　
あ
り
し
日
の
師
を
偲
ん
で	

松
本
　
　
大

　
哀
傷	

宮
川
　
真
弥

渡
唐
の
心
情
は
詠
ま
れ
た
の
か	

滝
川
　
幸
司

─
寛
平
の
遣
唐
使
と
漢
詩
文
─

柏
木
如
亭
の
拗
体
詩	

黄
　
　
　
鶯

―
韻
律
重
視
と
自
己
表
出
―

近
世
前
半
期
版
本
医
学
書
に
お
け
る
引
用
・
卓
立
を
示
す
補
助
符
号
に
つ
い
て	

　	

藤
本
　
能
史

ゴ
シ
ッ
プ
と
女
性
作
家	

森
島
万
似
子

「
女
人
芸
術
」
廃
刊
前
後
の
矢
田
津
世
子
を
中
心
に

紹
介
　
廣
岡
義
隆
著
『
萬
葉
形
成
通
論
』	

福
山
　
美
都

紹
介
　
佐
藤
明
浩
著
『
院
政
期
和
歌
文
学
の
基
層
と
周
縁
』	

黄
　
　
夢
鴿

紹
介
　
須
田
悦
生
著
『
幸
若
舞
の
展
開
―
芸
能
伝
承
の
諸
相
―
』	

小
松
　
拓
矢

紹
介
　
伊
井
春
樹
著
『�

宝
塚
歌
劇
か
ら
東
宝
へ	

小
林
一
三
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
』	

大
西
　
萌
木

紹
介
　
斎
藤
理
生
著
『
小
説
家
、
織
田
作
之
助
』	

武
久
　
真
士

彙
報

比
喩
が
介
在
し
た

“N
1

のN
2
”

型
名
詞
句
に
つ
い
て	

大
田
垣
　
仁

編
集
後
記

　
今
号
は
、
金
水
敏
先
生
、
飯
倉
洋
一
先
生
の
ご
退
職
を
記
念
し
、
両
先

生
の
指
導
を
受
け
た
方
々
の
御
論
考
を
中
心
に
合
併
号
と
し
て
刊
行
致
し

ま
す
。
意
図
を
汲
み
、
玉
稿
を
お
寄
せ
下
さ
っ
た
方
々
に
深
く
感
謝
致
し

ま
す
。

　
金
水
先
生
、
飯
倉
先
生
は
、
二
十
年
以
上
の
長
き
に
亙
っ
て
本
研
究
室

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
御
研
究
に
つ
い
て
は
、
今
号
に
載
る

業
績
目
録
に
そ
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
両
先
生
と
も
に
、
専
門

の
研
究
だ
け
で
な
く
、
研
究
の
社
会
へ
の
還
元
に
つ
い
て
も
多
大
な
貢
献

を
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
今
号
の
執

筆
者
は
両
先
生
に
教
え
を
受
け
た
方
々
で
す
が
、
そ
の
内
容
が
、
両
先
生

の
教
育
の
質
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
四
月
か
ら
、
私
た
ち
が
所
属
す
る
文
学
研
究
科
は
、
言
語
文
化
研

究
科
と
統
合
し
、
人
文
学
研
究
科
と
し
て
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
研
究
室
も
、
人
文
学
研
究
科
日
本
学
専
攻
基
盤
日
本
学
コ
ー
ス
に
、
日

本
文
学
・
日
本
語
史
学
講
座
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

変
革
の
中
、
新
た
に
、
近
現
代
文
学
が
ご
専
門
の
渡
邊
英
理
先
生
を
お
迎

え
で
き
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
の
で
す
が
、
定
め
と
は
い
え
、
金
水
先
生
、
飯

倉
先
生
が
ご
退
職
に
な
る
こ
と
は
大
き
な
痛
手
で
す
。
し
か
し
、
両
先
生

が
残
さ
れ
た
も
の
を
継
承
し
、
学
問
の
火
を
絶
や
さ
ず
、
そ
れ
を
社
会
と

繋
げ
る
こ
と
に
努
め
な
が
ら
進
ん
で
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆

様
に
は
、
以
前
に
も
増
し
て
ご
協
力
を
仰
ぎ
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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川
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語
文
　
第
百
十
六
・
百
十
七
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令
和
四（
二
〇
二
二
）年
三
月
二
十
五
日
　
印
刷

　
令
和
四（
二
〇
二
二
）年
三
月
三
十
一
日
　
発
行

編
集
・

発
行
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大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
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8532
　
大
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兼
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一
―
五

	

大
阪
大
学
大
学
院
文
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本
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国
語
学
研
究
室

	

代
表
　
金
水
敏

	

振
替
口
座
〇
〇
九
四
〇
―
四
―
二
四
六
四
一

	

電
話
　
〇
六
―
六
八
五
〇
―
五
一
一
一

印
　
刷
　
能
登
印
刷
株
式
会
社

表紙_osakadaigaku_ONO_02-2.indd   4-6表紙_osakadaigaku_ONO_02-2.indd   4-6 2022/03/16   9:562022/03/16   9:56




